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第 1 章 老年的超越理論とは 

本研究テーマである「老年的超越理論」は、スウェーデンウプサラ大学の社会学者

ラーシュ・トーンスタム（Tornstam Lars)が 1989 年に提唱した、「変化と発達を強調す

る立場」の理論である。概念定義は、高齢期になると高まるとされる、物質的で合理的な

世界観から、宇宙的で超越的な世界観へのメタ認識における移行である。その次元は、宇

宙、自己、社会と個人の関係、の 3 つで構成される。当理論が提唱されるまでは、主にサ

クセスフル・エイジングやアクティブ・エイジングなど、社会的に望ましい老化のあり方

を称賛する「活動理論」が主流であったが、トーンスタムはそのような社会に異議を唱え

るべく、東洋思想の観点から「離脱理論」をメタパースペクティブに捉え直す斬新な理論

を提示したのである。 

 

第 2 章 先行研究について 

老年的超越に関する先行研究では、75 歳以上の高齢者には、自己・宇宙・社会との繋

がりの三次元において強い相関が示されたこと (増井 2010,2016)、高齢になるほど孤独

を感じなくなり繋がりを実感すること（中川,増井ら 2011）、宇宙的次元は、人生でのネ

ガティブな体験（冨澤 2009、増井ら 2010、Sanna Readaら 2013、Taiane Abreuら 2021）

や、信仰心（Fereshteh Ahmadi,2000、Arjan W 2006）と強い相関があること、社会的要

因よりも精神的健康への影響が大きい（増井ら 2019）などの報告がある。 

東洋思想的側面から精神世界に焦点を当てた質的研究では、日常生活からこの世を超

えた精神性世界へと昇華する結果が示されている（林・芳賀 2012、冨澤 2009）。 

一方、批判や課題も指摘されており、中川（2008）は、看護学及び社会学的立場から

指摘された 3 つの批判（Hauge 1998、Jönson & Magnusson 2001、Thorsen 1998）を取

り上げている。エリクソンの発達段階における、第 8 段階から第 9 段階への不明確な過程

については、（末田 2008、中川 2008、林,芳賀 2008）が取り上げている。また、老年的

超越は日本人にも適用されるのか（中嶌ら 2001）、スピリチュアリティとの関連性につ

いて議論が必要（末田 2008、岡本 2013）、老年的超越理論の到達が及ぼす社会的意味の

検証が不十分（佃 2008）、下位尺度の内容的妥当性に改善の余地がある（増井他 2013）、

などが挙げられている。 

 

第 3 章 研究目的と意義 

先行研究を紐解くことにより、「老年的超越は 85 歳以上の超高齢に達しないと高まら

ないのか」「禅僧は老年的超越理論の宇宙的次元、もしくは 3 次元全てにおいて既に超越

しているのではないのか」という問いが生まれた。本理論の枠組みが東洋思想や禅から生

まれたこと、禅僧の坐禅時には脳波にα波やθ波が現れること（茅原 2017）、変性意識

状態に入れること（斎藤 2003）、丹田呼吸が脳内セロトニンを増加させること(榊原雅ら

2021)、などの報告を鑑みれば、禅僧は超高齢に達する前に超越を会得していると推測で

きる。しかしこれまでに禅僧を対象とした研究は前例がない。そこで本研究では禅僧への

半構造化インタビューを行い上記 2 つの問いを検証しつつ、「老年的超越理論」を禅的要

素から後押しすることを目的とする。 

 

第 4 章 研究方法と分析 

 研究対象者は、禅宗（曹洞宗及び臨済宗）に従事する 65 歳以上の僧侶とした。選定方

法は、曹洞宗の公式サイト「曹洞禅ネット」、臨済宗の公式サイト「臨黄ネット」、及び

僧侶が答えるお悩み相談サイト「hasunoha（ハスノハ）」に登録している僧侶とした。
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各サイト管理者よりそれぞれ 1 名のインタビュー対象者を紹介していただき、2023 年 3

月末から 8 月上旬に掛けて実施した。分析は、データに潜在する深層の意味理解を可能に

し、作業の可視化とプロセスの明示化が特徴の質的データ分析手法 SCAT（Steps for 

Coding and Theorization）（大谷 2007）を用いた。老年的超越についての禅僧の語り

の内容からコーディングを行い、そのコードを基に次元を抽出し、トーンスタムが定義し

た老年的超越の 3 つの次元、コード、老年的超越の兆候とを対比させ、禅僧の老年的超越

の特徴を検討した。 

 

第 5 章 分析結果と考察 

 分析の結果 74 個のコードが生成された。4 人の僧侶には敢えて自由に語っていただい

たにも関わらず、全員にトーンスタムが定義した 3 つの次元が認められた。最も多かった

のは自己の次元で 30 個、宇宙的次元が 26 個、社会と個人の関係の次元が 15 個だった。

また、いずれにも該当しないものは 3 個だった。自己の次元の中で最も多かったのは、自

我統合の 15 個だった。自我統合は、E.H.エリクソンが提唱した心理社会的発達理論の第

8 段階から導き出されており、僧侶ならではの結果だったと言える。また、精神性の観点

から行った先行研究と同様、本研究においてもトーンスタムの定義した要素に該当しない

コードが認められたが、これらは禅の神髄とも言える要素である。従って、「老年的超越

理論」の枠組みが西洋哲学から東洋の禅に求められたこと、及び本研究で得られた結果を

踏まえ、「東洋的要素」の追加を提言したいと考える。 

尚、SCAT の分析結果は分析者の数だけあり得る（大谷 2008）ことや、本研究結果を鑑

み、複数名による分析、及び僧侶の年齢を中高年層に広げた量的研究を今後の検討課題と

したい。 
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